
(1)　簡易提供型共同研究の終了評価

研究テーマ名

研究形態

共同研究者

所管部署

研究期間

研究目標及び
成果

研究目的

管清工業株式会社

令和2年3月9日から令和3年8月31日まで

  大口径管きょの清掃業務は、人力・機械併用で管内に作業員が入り、清掃作業を行っている。しか
し、清掃作業は、堆積物から発生する硫化水素等毒ガスや、管内の高水位箇所など、作業上、危険
度の高い作業になっている。
　本開発は、人力清掃が困難な大口径管きょ（内径800ｍｍ以上）の清掃業務について、『無人清掃
技術』を確立するものである。

　【概要】

令和３年度　第2回技術管理委員会(令和４年１月２４日開催）　要旨
審議事項

人力清掃困難箇所における清掃技術の開発

簡易提供型共同研究

計画調整部　技術開発課



研究目標及び
成果

審議結果

備考

　本技術は、硫化水素ガス等が発生するなど人力清掃困難な箇所において、作業員の安全が確
保された清掃作業が可能である。また、清掃が困難な大深度においても対応可能である。このこ
とから、本技術は実用化すべき技術として評価された。

　共同研究の結果、研究目標を概ね達成した。これまで人力による清掃作業が困難であった場
所において、無人清掃ロボットの使用により、清掃可能範囲の拡大につながる。
　①管路内の換気が不要
　②作業可能な水位が150cmに拡大
　③人孔からの作業可能距離が300ｍにまで可能（陸上検証より）

(7)清掃ロボットの組立・撤去時間
　人孔内での機械の組立・撤去
※清掃ロボットの組立・撤去時間は各々2時
間以内

(7)清掃ロボットの組立・撤去時間
　ロボット組立：約1.5時間
　撤去：約1時間

(8)機動性
　前進・後退、左右旋回（180°）可能
　障害物走破能力（高低差10㎝以上）

(8)機動性
　前進・後退、左右旋回（180°）確認
　障害物走破能力（高低差15㎝以上）
　確認

【陸上検証】

(9)施工量
　1日当たりの搬出土量（同日に清掃ロボッ
トの組立・撤去含む）
①連続吸引排出装置の未装着時
　1.5ｍ3/日以上
②連続吸引排出装置の装着時
　4.5ｍ3/日以上

(9)施工量
①連続吸引排出装置未装着時
　最大2.7m3/日（実績）
②連続吸引排出装置装着時
　最大4.1m3/日（実績）


